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※上記は⼀定の前提条件に基づき試算したものであり、実際の投資成果ではありません。また、将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するもの
でもありません。

※この資料の最終ページに重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。

リターンとリスクにはどんな関係がありますか︖

リスクとはリターン（損益）にどの程度のばらつき
があるかを⽰すものです。
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平均リターンからの
ばらつきが“リスク”

資産運⽤を⾏う上で重要な指標のひとつにリター
ンとリスクがあります。
リターンとは、⼀定期間の運⽤によって得られた損
益（騰落率）を表し、リスクとは平均リターンから
のばらつき具合を表します。
リスクが⼤きいと平均リターンからのばらつき具合も
⼤きい、ということになるため期待リターン獲得の
不確実性が⾼まるということになります。
⼀⽅で、⼀般的にはリスクが⼤きいほど期待リター
ンも⼤きくなるとされていることから、⾃⾝の投資
⽬的や資⾦の性質に合わせて投資資産を選択
するための指標として、リスクとリターンを参照す
ることが重要となります。

1年後の運⽤成果が
この範囲に収まる確率は
約68％と想定されます。
※過去5年間と同じ条件で資
産運⽤を続けた場合。

⼀定期間の損益を基に算出
（5年間の年率リターン︓5％）

リターン

値動きの⼤きさを基に算出
（5年間の年率リスク︓7％）

リスク

リスク・リターンの関係から将来の運⽤成果の⽬安がわかる

＜リスク・リターンのイメージ＞

リスク・リターンは投資資産を選ぶときに重要な指標
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タイトルを⼊れてください

【重要な注意事項】
■当資料は、情報提供を⽬的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、⽣命保険、株式、債券等の売
買を推奨･勧誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資⾏動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内
容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、
それらは過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が⾼いと判断した
情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス・統計資料等が記載される場
合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真は
イメージであり、本⽂とは関係ない場合があります。


